
Ⅵ 校内研修

令和５年度 国頭中学校 校内研修全体構想

校 訓
＜関係法規等＞ 自学・自律・自力 ・本校のめざす学校像

・教育基本法 ・本校のめざす生徒像
・学校教育法 教育目標 ・本校の実態
・学習指導要領 ◎進んで学び よく考える生徒（知） ・家庭や地域の実態
・沖縄県教育施策 ◎人権を尊び 支え合い 助け合う生徒（徳） ・保護者の思いや願い
・国頭村教育施策 ◎心身ともに健康で たくましい生徒（体） ・地域の思いや願い

国頭学びの会「ゆい」 重点目標 続けたくなる授業改善
静かに 淡々と 楽しく きき合い 学び合い 支え合う 思いやりのある学校 授業の稚拙ではなく，教科

焦らず 無理せず の壁を越え，生徒の学びの姿

ゆっくりと 研究主題 を名前を挙げて語り合い，同

笑顔で 挑戦しよう きき合い 学び合い 支え合う 協同的な学び 僚性を高める。

「学びの共同体」の理念による授業改革 『一人残らず,すべての生徒の学びを保障する』

｢学びの共同体｣づくりの三つの柱

授業改善 同僚性の構築 保護者の学習参加
①主体的な学びを生み出す工夫 ①全ての教師が,授業を１回以上,公開し、 ①積極的に情報公開し,理解と支援

（つなぐ） 授業力を磨き合う。 を得る。
②深い学びへと導くための工夫 ②必ず,授業のリフレクション(研究協議) ②授業を保護者や地域住民に公開

（課題設定） を行い,個々の授業改善につなげる。 する。
③個々の授業づくりに生かす工夫 ③生徒の固有名で生徒の学びや育ちを ③保護者の授業や行事への参加を

（リフレクション） 語り合い,生徒理解に努める。 促進する。

｢授業改善｣の三要素

活動(一斉,個人作業) 協同(グループ活動) 表現の共有(一斉)
①観察する,読み返す,考えをまとめ ①多様な考え方をすり合わせること ①他者の話を聴き，自分なりの考
る,確かめる,操作的な活動をする, によって互いの差異を認める。 えを創る。
半具体物による思考等の知的な ②教師は援助が必要な生徒に必要な
作業活動をする。 援助をする。 ②発表する生徒の考えと自分の考

③生徒同士の関わりで，互恵的な関 えの差異を確かめる。
②モノを用いた推論や問題解決的 係を築き，集団のレベルアップに
な活動をする。 つなげる。 ③他者と関わる中で，自分の考え

④学びの結果をさらに深めたり，未 を吟味し，修正、補強、拡大、
③対象とじっくり関わり,自分で何 知(ジャンプ)の課題に協同して挑 深化する。
らかの考えを持つ活動をする。 戦する。

｢三つの対話｣が三位一体となった協同的な学び

教材との対話 他人との対話 自己との対話
教材(モノ)との出会いと対話による 他者との出会いと対話による 自分自身との出会いと対話による

＜世界づくり＞ ＜仲間づくり＞ ＜自分づくり＞

教師の役割は三つ＋「ケアする」

聴 く つなぐ もどす
①その子の発言が教材のどことつ ①教材と子どもをつなぐ ①教材にもどす
ながっているのか ②子どもと子どもをつなぐ ②課題にもどす

②前の発言のどことつながってい ③今日学んだことと前に学んだこと ③個からグループにもどす
るのか をつなぐ ④グループから全体にもどす

③その子自身の前の発言とどうつ ④教室で学んだことと社会で学んだ ⑤全体から個にもどす
ながっているのか こととつなぐ ⑥既習事項や基礎的事項にもどす

ケアする
①生徒の目，仕草，顔の表情や身体の動きなどから生徒の困り感やつまらなさ等を感じたら，生徒の傍らで支援
する。

②｢１分ルール｣：机に突っ伏している生徒に対して1分以内に声をかける。
③学びが停滞しているグループ，学びから外れている生徒がいるグループへ積極的に支援する。
④分からなくて困っている生徒がいたら，友達に依存できるような関係をつくる。｢隣に訊いてごらん｣

『き(聴・訊)き合う』関係づくり ｢わからない｣｢教えて！｣から始まる 互恵的な学び


